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折
笠 

忠
一 

牧
区
地
域
協
議
会
で
は
、
過
去
に
「
空
き
家

対
策
」
を
検
討
し
な
が
ら
、
結
論
が
出
な
か
っ

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
問
題
を

解
決
し
、
移
住
者
を
呼
び
込
ん
で
い
る
場
所
が

あ
る
、
十
日
町
市
松
代
地
区
へ
研
修
に
出
向
き

ま
し
た
。 

ま
ず
、
建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
カ
ー
ル
・
ベ
ン

ク
ス
氏
か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
彼
の

古
民
家
再
生
は
、
そ
の
骨
格
の
み
を
再
利
用

し
、
魅
力
を
引
き
出
し
た
住
居
設
計
で
す
。
太

く
煤
け
た
梁
や
柱
は
、
迫
力
が
あ
り
圧
倒
さ

れ
、
都
会
人
の
憧
れ
で
す
。 

次
に
、
そ
ん
な
再
生
古
民
家
が
建
ち
並
ぶ
竹

所
集
落
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
想
像

以
上
に
山
深
い
所
で
し
た
が
、
集
落
の
人
口
は

増
え
、
子
ど
も
の
声
が
響
き
、
活
気
付
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

視
察
先
で
は
、
皆
さ
ん
気
さ
く
に
迎
え
入
れ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
移
住
を
考
え
る
人
が

「
こ
こ
だ
。」
と
決
断
す
る
の
は
、「
素
敵
な
住

ま
い
」
と
「
温
か
な
人
柄
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
こ
に
は
、
そ
の
両
方
が
あ
る
と
実
感

し
た
研
修
で
し
た
。 

 

■
5
月
8
日
（
日
） 

○
第
1
回
牧
区
地
域
協
議
会 

・
令
和
4
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業 

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施 

■
5
月
17
日
（
火
） 

○
第
2
回
牧
区
地
域
協
議
会 

・
地
域
自
治
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び 

令
和
4
年
度
の
地
域
協
議
会
の
取
組 

等
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
の
説
明 

■
6
月
7
日
（
火
） 

○
第
3
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 

・
自
主
的
審
議
事
項
「
課
題
の
抽
出
」 

■
6
月
21
日
（
火
） 

○
第
4
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 

・
地
域
活
性
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討 

■
6
月
24
日
（
金
） 

 

〇
4
区
地
域
協
議
会
委
員
合
同
研
修
会 

 
 
 

（
板
倉
区
、
牧
区
、
中
郷
区
、
清
里
区
） 

 
 

・
上
越
市 

小
田
副
市
長
よ
り
講
話 

 
 
 

「
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
」 

 
 

・
4
区
で
の
意
見
交
換 

■
6
月
25
日
（
土
） 

○
牧
区
地
域
協
議
会
だ
よ
り
第
55
号
発
行 

■
6
月
28
日
（
火
） 

 

〇
地
域
活
動
支
援
事
業
提
案
団
体
と
意
見 

交
換
会
を
実
施 

■
7
月
12
日
（
火
） 

○
第
5
回
牧
区
地
域
協
議
会 
 
 

・
自
主
的
審
議
事
項 

グ
ル
ー
プ
討
議
を 

開
始
① 

■
8
月
22
日
（
月
） 

○
地
域
協
議
会
会
長
会
議
（
上
越
観
光
物
産 

セ
ン
タ
ー
）
西
山
会
長
出
席 

・「（
仮
称
）
地
域
独
自
の
予
算
」
の
概
要 

（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明 

■
8
月
23
日
（
火
） 

○
第
6
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 

・「（
仮
称
）
地
域
独
自
の
予
算
」
の
概
要 

（
案
）
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
の
説
明 

 
 

・
自
主
的
審
議
事
項 

グ
ル
ー
プ
討
議
② 

■
9
月
20
日
（
火
） 

 

〇
第
7
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 
 

・
牧
区
に
お
け
る
地
域
活
性
化
の
方
向
性 

が
確
定 

 
 

・
自
主
的
審
議
事
項 

グ
ル
ー
プ
討
議
③ 

■
10
月
18
日
（
火
） 

 

〇
第
8
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 
 

・
自
主
的
審
議
事
項 

グ
ル
ー
プ
討
議
④ 

■
10
月
28
日
（
金
） 

○
視
察
研
修
（
十
日
町
市 

松
代
地
区
） 

 
 

・
古
民
家
再
生
に
つ
い
て
他 

■
12
月
20
日
（
火
） 

 

〇
第
9
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 
 

・
自
主
的
審
議
事
項 

グ
ル
ー
プ
討
議
で 

出
さ
れ
た
意
見
を
全
体
会
で
意
見
交
換 

牧
区
地
域
協
議
会
の
活
動
状
況 

10
月
28
日
（
金
）
視
察
研
修
報
告 

－グループ討議の様子－ 

－カール・ベンクス氏から説明を受ける－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

お問い合わせ先 

<牧区地域協議会事務局> 
牧区総合事務所 総務・地域振興グループ（上越市牧区柳島 522 番地）  
TEL：025-533-5141 / FAX：025-533-5135 / E-mail: maki-soumu.g@city.joetsu.lg.jp 

 

編
集
後
記 

★★★牧区地域協議会の活動状況は、ホームページでご覧いただけます。★★★ 

ホームページアドレス：https://www.city.joetsu.niigata.jp/life/6/56/ 

 

今
年
も
残
り
あ
と
僅
か

と
な
り
ま
し
た
。 

先
日
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
日
本

が
強
豪
の
ド
イ
ツ
・
ス
ペ

イ
ン
が
い
る
組
で
、
優
勝

経
験
の
あ
る
２
チ
ー
ム
に

逆
転
勝
利
し
、
ト
ッ
プ
通

過
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
出
し
ま
し
た
。
惜
し

く
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
Ｐ

Ｋ
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
日
本
の
国
民
に

勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
な
か
な
か
収
ま
り
ま
せ

ん
が
、
手
洗
い
や
う
が
い
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
徹
底
し

て
も
う
少
し
の
辛
抱
だ
と

思
い
ま
す
。
来
年
の
春
に

は
普
通
の
生
活
に
戻
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

編
集
委
員 

小
黒 

誠 

牧区の「地域活性化の方向性」 
≪ 推 進 目 標 ≫ 

牧区の豊かな自然がもたらす多様な資源をいかして、 
活力と魅力あふれる牧づくりを目指します。 

≪ 構 成 要 素 ≫ 
・おいしい水の恵みのＰＲ（米、農産物、どぶろく 他） 
・豊富にある山の食材の活用（ウド、ぜんまい、ヨモギ 他） 
・樹木を活用した特産品の企画（メープルシロップ 他） 
・四季折々に合わせたイベントの開催（灯の回廊、山里コンサート 他） 
・子どもから高齢者まで生きがいを持って暮らすことの推進 
・大自然の中の宿泊施設、公共施設の利用促進 
（花の植栽、深山荘、歴史民俗資料館 他） 

牧区の「地域活性化の方向性」が決まりました！ 

★「地域活性化の方向性」とは・・・ 

地域の活力向上に向けた議論を進めるにあたり、特に重視したいことや大切にしたいこと 
を市と認識共有するため、各地域協議会で作成するものです。 

 市では本年度で地域活動支援事業を終了し、令和５年度から「（仮称）地域独自の予算」に 

よる地域活性化を図っていく方針です。 

★「（仮称）地域独自の予算」とは・・・ 
 それぞれの地域の課題を解決し、活力の向上を図るために、全市的な取組に加え、地域の 

実情にあった取組を更に実現していくことが必要と考えられたものです。 

「（仮称）地域独自の予算」の導入 

≪「（仮称）地域独自の予算」で大切にしたいこと≫ 

〇地域住民の皆さんが、住み続けていく上で地域に誇りや愛着を持ち、生活の満足感や質を 

たかめていけるようにしたい。 

〇地域と市が一緒になって、地域資源の活用や地域住民の皆さんの連携が深まるようにしたい。 

※地域の団体が取組を提案することも可能です。取組を具体化したい団体や関心がある団体は、 
牧区総合事務所までお問い合わせください。 

mailto:maki-soumu.g@city.joetsu.lg.jp

